
0 歳から始める脳内開発 第四章  「漢字を教えない」のが漢字教育の基本 今の小学校入学試験はおかしい 

これはある小学校の入試問題です。

四つの中から一つだけ「仲間はずれ」

を探させる問題になっています。一番

と三番はともかく、二番や四番の問題

は大人でさえ答えに困ってしまうので

はないでしょうか。 

このような「分類」というものは、大人

が考える知的なものですから、そういう教育を受けない限りはだいたい

が未発達です。この問題は要するにものを考える力を試しているわけ

です。仲間はずれのものを分類する力もひとつの能力ですから、どこ

かで養わなければいけません。 

しかしこんな力を、小学校にも入っていない子どもの入学試験として

使うのはどうでしょうか。この時期までにそういう能力を身につけておか

なければならないかどうかと言えば、それはまったく不必要と言ってい

いでしょう。こういう能力はもっと後になって、自然にそういう場面にぶ

つかって身についていくものなのです。こんなことをわざわざ絵によっ

て考えさせる必要はないのです。 

テストというのは落とすためにやっていますから、このようなテスト問

題が実に多くなっています。これは練習をすれば簡単にできますが、

練習しない子どもにとっては時間がかかることなので差が出ます。こう

いうこともまったく無意味だとは言いませんし、遊びとして子どもがやっ

ているのならばいいのですが、試験問題として夢中になってやるという

のはおかしなことだと思います。 

知能テストというのは、練習しないものについて、それを解決するの

にどれだけ時間がかかったかで測るものです。このような問題で知能

を測定することは、結果があやまって出てしまう場合もあります。 

こういう問題が入試問題になると、たしかに練習を積んだ子どもはい

い点が取れるでしょう。しかし、それがその子どもの本当の能力を測定

したことにはならないのです。 

ところが、合格点を取らなければ入学できないわけですから、その目

的には合っていると言わざるを得ないでしょう。何もしないよりはプラス

になります。頭を使うことはすべてプラスになることですから。しかし、こ

のような問題で頭を使うよりも、もっともっと実際の生活の中で頭を使うよ

うにしたほうが賢明です。 

 


